
ま
え
が
き

私
の
同
志
社
の
大
先
素
で
あ
る
と
同
時
に
、
日
本

銀
行
に
お
い
て
も
ま
北
大
先
訟
で
も
あ
る
砕
英
五

先
生
に
つ
い
て
、
何
か
'
け
と
の
話
で
し
北
が
、
私

が
黒
社
大
学
を
卒
楽
し
て
日
本
銀
行
へ
入
行
し
九

昭
和
八
年
四
月
当
時
に
は
、
深
井
先
生
は
、
す
で
に

日
本
銀
行
副
総
裁
で
あ
り
、
昭
和
十
年
六
月
に
は
総

裁
に
就
仟
さ
れ
、
昭
和
十
二
年
二
刈
総
裁
を
退
任
さ

(
カ
ッ
ト
肖
像
は
安
井
曽
太
郎
作
)

れ
る
ま
で
、
私
は
不
率
に
し
て
日
本
銀
写
小
都
支
店

に
在
勤
し
て
い
た
関
係
で
、
こ
の
偉
大
な
る
先
輩
に

親
し
く
こ
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
も
で
き
ず
、
ま
九
瞳
接

そ
の
人
柄
に
接
す
ろ
機
会
も
な
か
っ
た
こ
と
二
に

憙
に
思
い
ま
す
。
梨
に
そ
の
名
著
「
通
高
節

芭
「
金
本
位
麟
後
の
逓
貨
政
策
」
や
「
回
顧
七

十
年
」
等
に
ょ
っ
て
そ
の
高
見
を
裳
よ
り
す
べ
は

な
か
っ
北
の
で
あ
り
ま
す
。

.

,

そ
こ
で
、
日
厶
銀
わ
ω
分
敞
政
策
立
案
の
最
り

レ
ー
ン
の
一
人
で
あ
り
、
か
?
脆
代
H
本
銀
行
総
裁

に
つ
い
て
最
も
欝
の
深
い
私
の
友
人
、
 
U
木
銀
行

調
査
局
次
長
、
怒
済
学
博
士
、
吉
野
俊
彦
氏
に
お
願
い

し
て
こ
の
「
詳
誓
論
」
を
執
筆
し
て
戴
い
た
次

錦
で
あ
り
ま
す
。

日
本
銀
行
国
偵
局
長
佐
藤
芳
樹

☆

☆

私
は
多
年
に
目
づ
て
日
木
銀
h
の
俄
政
策
の
研

究
に
従
事
し
て
き
た
か
、
そ
の
補
助
手
段
と
し
て
歴

代
日
木
銀
行
総
裁
の
伝
記
を
調
査
す
る
こ
と
に
し
て

い
る
。
人
間
は
時
代
の
流
れ
か
ら
仞
り
飢
さ
れ
て
生

き
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
し
か
し
、
時
代
の
流
れ

は
か
な
り
帽
の
広
い
も
の
で
あ
り
、
そ
の
人
間
の
性

格
教
餐
能
力
鴛
よ
二
(
、
時
代
に
処
す
る
態
度
は

強
く
も
弱
く
も
な
り
得
る
か
ら
で
あ
ろ
。
深
井
英
五

は
、
創
豊
来
現
在
ま
で
二
十
代
十
八
人
に
及
ふ
歴

代
白
本
銀
行
総
裁
中
の
第
十
三
代
で
あ
る
が
、
そ
の

一
生
を
通
じ
て
賀
か
れ
て
い
る
真
面
凶
の
筋
を
通
し

て
物
を
考
え
る
と
い
う
知
性
の
深
さ
に
お
い
て
、

し

類
の
な
い
人
物
で
あ
っ

北
。

深
外
器
は
明
治
四
年
旧
高
崎
淋
士
の
子
と
し
て

巧
崎
に
生
ま
れ
北
。
堂
に
隣
援
し
た
安
中
の
旧
藩

ナ
で
あ
る
劃
暴
に
匁
ら
れ
て
朋
治
十
九
街
倉
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に
人
学
し
、
明
治
二
十
四
年
条
し
て
い
る
。
恩

社
に
シ
け
る
同
級
の
友
人
平
田
久
が
卒
業
+
畏
か
ら

国
民
新
聞
社
員
と
な
っ
て
い
た
関
係
で
、
蘇
峰
徳
富

猪
一
郎
に
紹
介
さ
れ
、
明
治
二
十
六
年
か
ら
国
民
新

聞
社
に
勤
務
し
北
。
欲
峰
の
弟
に
Ⅷ
1
九
る
簾
花
徳
晶

健
次
郎
も
、
同
志
社
の
k
繁
で
あ
り
、
深
井
の
入

リ
上
,
県
佼
か
ら
親
切
に
し
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
献
峡
誕
井
森
く
愛
し
九
こ
と
は
、
昭
和
三

十
七
年
十
一
月
の
田
民
史
会
報
」
一
驫
、
早
川
宮

代
次
氏
の
「
妹
峰
翁
の
嘉
五
」
に
の
せ
ら
れ
て
い

ろ
款
峰
か
ら
の
深
井
宛
手
紙
の
一
節
を
読
む
こ
と
に

よ
っ
て
、
直
ち
に
惑
得
さ
れ
ろ
と
こ
ろ
で
あ
る
。

罪
君
君
二
余
力
斯
ル
k
咲
ヲ
寄
ス
ル
ハ
今

＼ノ

同
ヲ
以
テ
始
メ
ト
ナ
ス
余
ハ
孤
灯
ノ
下
¥

ン
ト
欲
シ
テ
禁
ス
ル
能
ハ
ス
為
一
二
片
ノ
、
水
心

数
行
ノ
文
字
ト
ナ
ル
余
ハ
斯
藻
ク
君
ヲ
愛
ス

ル
コ
ト
ヲ
知
ラ
サ
リ
キ
(
中
略
)

君
ハ
万
事
二
処
シ
テ
今
少
シ
ク
積
極
的
タ
ル
可

シ
人
二
処
シ
テ
今
少
シ
ク
攻
撃
ヲ
取
ル
可
シ

物
二
処
シ
テ
今
少
シ
ク
上
地
ヲ
占
厶
可
シ
此
ハ

倉
力
一
生
ノ
馴
園
也
此
ノ
{
操
ハ
君
ガ
独
リ
齒

カ
ラ
解
釈
ス
ル
一
二
任
ス

君
ヲ
推
薦
シ
タ
ル
ハ
君
二
仕
事
ヲ
与
へ
ン
カ
為

、ノ

メ
ニ
ア
ラ
ス
君
二
新
タ
ナ
ル
学
問
卜
経
験
卜
而

シ
テ
他
U
社
会
上
二
於
ケ
ル
出
身
ノ
位
地
ヲ
得
ル

ノ
便
宜
ヲ
与
へ
ル
カ
轟
メ
也

明
治
二
十
七
年
十
一
月
十
二
日

殊
峰
生

神
戸
ヨ
リ

深
井
君

、
〕
ゞ
,
つ
に
十
一
月
二
十
H
朝
、
眛
帷
は
深
井
に
次
の

よ
う
な
效
価
ぜ
こ
め
た
丁
淫
考
て
い
る
。

ト
主
力
帰
,
呆
後
笹
ヲ
取
ル
ハ
此
Ⅱ
屶
妓
初
ナ
ル

＼ノ

コ
ト
ヲ
知
リ
給
へ
(
謂
)

六
ガ
成
立
ヲ
祈
リ
君
ガ
前
途
ヲ
祈
リ
且
ツ
君
ガ
為

メ
ニ
(
此
後
ニ
ハ
如
何
ナ
ル
暴
ヲ
川
二
可
キ
ヲ

知
ラ
ス
)
恐
ラ
ク
ハ
'
γ
・
,
山
W
 
心
ノ
慈
親
ヲ
除
ク

ノ
外
余
ア
ル
ノ
ミ
ト
思
フ
(
小
略
)

君
ノ
学
校
二
於
ケ
ル
評
番
ヤ
乃
ノ
英
師
川
ヤ
芒

学
的
教
育
ヤ
君
ノ
●
誥
ヤ
抑
モ
勿
々
綺
り
テ

賢
コ
カ
ル
可
キ
容
墾
小
生
二
於
テ
ハ
最
初

＼ノ

ノ
^
」
^
ヲ
^
^
ス
ル
^
^
如
^
タ
リ
シ
ナ
ラ
ム
^
「

ヤ
全
ク
然
ラ
ス
唯
夕
恨
前
劣
栃
ト
シ
テ
無
邪
支

ナ
ル
殆
ン
ト
郷
辧
ナ
ル
秀
窕
ナ
ル
一
,
口
仟
ヲ
見

ル
ノ
ミ
(
中
略
)
君
卜
余
ト
ハ
ソ
ノ
天
才
二
於

＼ノ

テ
其
ノ
性
格
二
於
テ
冬
共
ノ
趨
ヲ
岡
フ
セ
ス
是

レ
天
我
儕
ヲ
合
シ
テ
一
ノ
器
ナ
ル
人
ト
ナ
ス
ノ

巻
ア
ラ
サ
ル
乎
(
巾
略
)

恐
ら
く
こ
の
二
通
の
予
紙
を
涜
ん
で
眛
峰
と
深
井

の
冏
柄
が
あ
ま
り
に
も
親
密
な
の
に
一
摂
を
喫
す
る

人
が
多
か
ろ
う
と
思
、
つ
。
こ
れ
だ
け
大
先
輩
か
ら
愛

き
れ
る
ル
織
と
い
う
も
の
は
、
さ
ら
に
あ
る
も
の
で
は

な
く
、
こ
の
}
冴
、
も
つ
て
し
て
も
、
如
何
に
深
井

と
い
う
人
物
が
凡
庸
で
な
か
っ
九
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。

深
井
は
国
民
新
聞
社
で
、
外
報
部
長
に
ま
で
な
っ

北
が
、
明
治
三
十
三
年
謙
の
推
準
、
当
時
大
蔵

大
地
を
し
て
い
た
松
方
正
義
の
秘
Ⅱ
菅
に
な
っ
た
。

明
治
大
正
に
わ
北
る
Π
木
の
財
政
令
融
の
第
一
人
者

と
も
い
う
べ
き
松
方
に
知
ら
れ
ろ
機
会
轟
k
こ
と

は
、
深
井
が
円
木
銀
行
に
入
行
す
る
機
縁
と
な
っ

た
。
す
な
わ
ち
、
大
唖
秘
k
.
官
は
松
方
の
辞
職
に
ょ

つ
て
坐
.
ニ
カ
月
で
終
っ
た
が
、
明
治
三
十
四
年
松

方
の
推
傭
に
ょ
り
日
本
銀
行
の
人
と
な
り
、
検
査
局

湘
査
役
に
任
ぜ
ら
れ
九
。
検
査
局
と
い
う
の
は
、
現

在
の
U
本
銀
行
の
組
織
に
あ
て
は
め
て
い
う
と
、
行

内
稔
局
支
店
倫
察
を
行
な
う
検
査
部
と
、
内
外

の
経
済
情
勢
の
調
査
に
当
た
る
調
査
局
と
を
A
体
し

吾
人
ノ
」
父
惜
ハ
椅
f
ノ
ヒ
ニ
始
マ
リ
鼎
小
二
終

ル
コ
ト
ヲ
忘
ル
、
忽
レ
<
小
ハ
愛
ヲ
愛
ス
而
シ
テ

尤
モ
耐
久
ノ
愛
ヲ
愛
ス
(
下
略
)
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北
よ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
罪
の
醤
は
課
査
局

に
該
山
1
す
る
仕
*
で
あ
っ
九
。
そ
の
後
祭
局
調
査

役
・
秘
従
・
外
誕
主
唖
(
<
,
Π
で
い
ぇ
ぱ
禽

為
欝
長
)
、
国
傭
長
・
祭
励
長
を
経
て
、
大

正
七
栃
事
、
昭
和
.
一
術
叢
と
な
り
、
さ
ら
に

昭
和
十
年
六
月
四
日
か
ら
昭
和
十
.
一
年
.
月
九
U
ま

て
玲
を
;
め
北

Π
本
銀
行
入
行
後
深
井
の
人
生
コ
ー
ス
に
大
き

な
影
粋
を
与
え
九
の
は
、
Π
露
戦
争
の
"
小
、
当
埒
副

総
裁
で
あ
っ
倫
橋
,
延
池
随
行
し
て
欧
米
各
国
に

赴
き
、
つ
ぶ
さ
に
外
偵
打
集
の
辛
苦
を
な
め
北
と
い

う
こ
と
で
め
っ
北
。
明
治
二
年
の
綴
大
恐
慌
に
ょ

つ
て
、
松
力
正
義
の
勢
力
は
急
速
に
凋
落
し
、
こ
れ

に
代
っ
て
日
本
の
経
済
界
を
指
導
す
る
立
場
に
な
っ

北
が
、

た
者
蝶
補
で
あ
っ

そ
の
高
橋
に
能
力
を
認

め
ら
れ
深
く
信
蒋
を
う
け
九
こ
と
は
、
深
井
が
口
本

銀
行
総
裁
に
ま
で
累
進
す
る
嬰
な
要
因
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
に
深
井
の
一
生
に
と
っ
て
、
新
島

襄
↓
徳
曽
撚
峰
↓
松
力
止
設
↓
"
縦
尋
消
と
い
う
連

鎖
関
係
は
府
過
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
一
隷
を
も
つ

て
い
る
の
で
あ
る
。

*
^
、
^
"
^
力
ら
刈
1
心
^
U
Ⅲ
Ⅱ
^
^
^
^
ー

け
九
什
赴
は
、
錦
ブ
伏
W
外
六
戦
に
野
会
し
て
戦
時

金
融
に
心
を
く
だ
い
た
こ
と
、
大
ル
十
二
年
の
関
東

'
災
、
昭
和
二
年
の
金
難
慌
に
対
処
一
9
る
こ
と

な
ど
で
山
っ
九
が
、
こ
の
刷
深
井
の
窕
一
高
は
漸
次
行

内
に
お
い
て
そ
の
埀
き
を
加
え
て
い
っ
九
。
咋
年
秋

利
は
U
杉
旧
分
男
Ⅱ
こ
赴
き
卵
十
五
弌
M
本
亀
丁

総
器
城
豊
太
郎
の
窃
付
し
兪
雲
文
側
内
の
未
整

郡
の
資
料
を
一
覧
す
る
機
会
を
も
つ
六
が
、
そ
の
際

引
時
代
の
深
井
誓
か
ら
大
阪
支
店
長
時
代
の
赫

城
豊
太
郎
に
列
て
た
却
備
数
通
を
み
る
こ
と
が
で
き

六
今
そ
の
小
の
二
通
を
引
用
し
て
み
ょ
う
。
日
付

は
共
に
大
止
七
年
八
月
卜
五
日
付
で
あ
る
。

を
求
め
居
り
候
而
し
て
米
価
暴
動
は
通
貨
膨
脹

問
謬
触
れ
来
れ
る
故
緑
資
余
放
山
論
は
鉾

を
鈍
ら
せ
ら
れ
ル
リ
候
同
今
獣
相
場
の
大
勢

に
関
す
る
桜
本
<
洲
を
為
す
は
時
機
米
だ
宜
し
か
ら

ざ
る
を
以
て
ワ
ザ
ト
と
を
控
え
居
り
候
脚
貴

台
糖
於
か
せ
ら
れ
て
も
充
薪
合
み
可
然
と
存

候
(
小
略
)

米
価
盆
貴
地
の
不
穏
益
々
甚
九
し
き
由
な
る

も
今
刺
よ
り
新
聞
記
嘔
雛
せ
ら
れ
た
る
故

事
情
判
明
せ
ず
適
宜
御
報
估
を
煩
わ
し
度
候

(
中
略
)

勿
々
不
一

八
月
十
五
日

結
城
老
台
貴
下

深
井
英
五

(
上
略
)

当
地
も
咋
十
四
Π
夜
は
大
分
不
穏
に
て
所
々
に
群

隻
あ
り
希
町
に
心
ま
り
し
も
の
一
万
数
千

松
尻
於
店
の
窓
ガ
ラ
ス
を
殆
ん
ど
系
破
壊
い

た
し
候
由
之
を
実
生
,
の
最
も
大
な
ろ
も
の
と
す

総
理
大
臣
を
襲
ふ
と
の
風
説
あ
り
護
に
て
同

邸
を
熱
戒
シ
タ
ル
由
に
て
其
他
所
々
軍
隊
出
動

京
に
放
火
あ
り
日
比
谷
の
獣
は
何
事
も
為

き
ず
し
て
解
散
シ
タ
ル
由

右
一
寸
鴛
印
上
候

勾
々
不
一

八
月
十
五
Π

仟
啓
益
々
御
健
併
珎
負
候
先
Π
初
上
永
の
節

は
失
礼
札
候
御
帰
仟
後
早
速
賀
"
暴
寄
せ
ら
れ

希
に
夜
横
に
て
御
多
忙
の
噛
と
案
衣

W
1
方
例
の
為
朴
資
金
問
題
は
二
銀
h
忠
気
込
仲

々
^
に
し
て
^
月
^
日
よ
り
^
例
^
月
^
に
^
エ
^
を

佐
ほ
し
実
h
方
法
の
琵
致
し
居
り
候
要
す
る

に
木
h
よ
り
力
鉾
資
企
を
出
さ
し
む
そ
と
云
ふ
こ

と
と
為
瞥
相
場
の
上
下
を
正
金
銀
行
の
自
由
に

さ
せ
ぬ
と
云
ふ
こ
と
が
主
限
の
様
長
然
る
に

本
行
は
為
料
相
場
の
上
騰
を
防
ぐ
に
効
あ
る
だ
け

兌
換
券
阜
以
て
資
金
を
供
給
す
ぺ
し
と
せ
ば
通

貨
の
大
朏
脹
を
来
九
す
べ
き
か
ソ
レ
デ
モ
撃
X

ナ
キ
ャ
と
質
問
的
の
態
度
を
執
り
大
健
の
考
慮



結
城
老
台
貴
下

こ
の
二
通
の
井
簡
を
一
読
す
る
だ
け
で
、
深
井
英

五
の
撤
蜜
な
忙
耕
と
、
第
一
次
川
界
大
戦
末
朔
忙
お

け
る
経
済
余
聨
勢
と
が
劣
舞
と
し
て
く
る
で
あ
ろ

う
。
す
な
わ
ち
当
塒
の
H
本
は
P
禎
の
輸
出
超
過
に

よ
っ
て
外
貨
を
蓄
積
し
た
が
、
世
界
各
圈
が
金
兌
換

を
停
止
し
た
た
め
、
外
貨
を
取
得
し
た
市
*
銀
行
は

こ
れ
を
釡
に
代
え
て
国
内
に
輪
送
し
Π
本
銀
行
か
ら

円
資
金
を
取
得
す
る
こ
と
が
閑
雌
と
な
り
、
余
椴

盟
し
て
い
た
。
そ
こ
で
1
本
銀
打
か
ら
魯
資
金

を
大
い
忙
放
出
す
る
よ
う
に
と
い
う
要
諾
が
顎
く
な

つ
た
が
、
こ
れ
に
谷
勿
に
応
す
れ
ば
兌
換
銀
行
券
の

増
窕
物
価
の
上
謬
激
化
し
、
特
に
米
価
の
k
昇
は

著
し
く
、
米
騒
票
<
「
に
蔓
延
し
つ
つ
ぁ
る
状
態

に
扣
車
を
か
け
ろ
と
い
う
矛
祭
生
じ
た
轟
民

衆
の
俄
は
Π
本
将
の
す
ぐ
近
く
の
須
田
町
に
も

見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
様
子
を
深
盆
事

が
鋭
利
な
縱
致
で
結
城
大
阪
支
店
畠
印
し
送
っ
て

い
る
と
共
に
、
大
阪
地
方
の
米
騒
動
の
突
状
轍
佐
を

求
め
て
い
る
こ
と
は
注
H
に
価
す
1
突
で
あ
る
。

刷
総
謬
代
の
野
が
特
忙
苦
心
し
た
の
は
、
金

解
禁
政
策
と
余
愉
川
再
祭
止
政
策
と
い
う
例
Π
に
対

寸
し
た
一
つ
の
肺
捌
を
円
滑
に
り
ン
ク
す
ろ
こ
と
で

英
五

あ
っ
た
。
余
愉
出
孫
小
し
を
実
地
し
た
の
は
籍
是

清
で
あ
っ
た
か
、
南
喬
は
深
井
の
識
見
を
高
く
評
価

し
て
い
た
の
で
、
釡
解
禁
に
協
力
し
た
深
井
を
分
愉

出
再
禁
ル
後
一
~
も
舌
H
し
た
。
し
大
か
っ
て
も
し
こ

の
と
き
深
井
な
力
り
せ
ぱ
門
本
銀
行
と
政
府
と
の

問
に
は
相
当
デ
リ
ケ
ー
ト
な
関
係
が
生
じ
て
い
九
で

あ
ろ
う
。
こ
の
鬪
の
事
惰
に
付
い
て
は
批
判
の
余
地

は
多
分
に
あ
る
が
、
と
に
か
く
亨
実
の
問
題
と
し

て
、
深
井
の
存
在
が
政
府
と
日
本
銀
行
と
の
関
係
を

破
縫
の
殴
憾
ま
で
も
ち
来
ら
き
な
か
っ
た
と
い
ぇ

よ
う
。
そ
し
て
深
井
を
総
裁
に
任
命
す
べ
く
努
刀
し

た
の
は
、
外
な
ら
ぬ
岡
田
内
開
の
大
戚
大
慥
儒
是

清
で
あ
っ
た
。

昭
和
十
年
六
月
深
井
が
日
本
銀
行
総
裁
に
作
命
さ

れ
た
頃
、
日
本
経
済
は
止
に
火
き
な
転
機
に
楢
血
し

て
い
た
す
な
わ
ち
生
産
力
の
余
裕
は
消
え
去
り
、

増
加
器
け
る
器
品
の
注
文
に
応
ず
る
た
め
北

は
、
軍
誘
会
社
の
設
備
の
拡
祭
必
要
と
な
っ
て
い

こ
の
関
係
か
ら
市
中
銀
行
の
谷
し
は
鍔

し
、
日
本
銀
行
引
受
け
の
赤
'
雨
憾
、
引
受
け
る
こ

と
は
困
雉
に
な
り
つ
つ
ぁ
っ
た
。
明
敏
な
深
井
総
裁

は
・
L
參
化
を
よ
く
認
般
し
て
い
た
の
で
、
」
鴨
大

蔵
大
険
に
こ
れ
を
*
b
川
に
択
摘
し
財
政
政
策
の
転
換

の
必
要
.
玉
言
し
た
。
高
橋
が
昭
和
十
一
年
度
の
予

算
編
成
に
当
た
り
瞬
費
の
削
減
、
赤
字
国
債
窕

一
^
額
の
^
減
方
^
を
と
っ
た
 
0
は
そ
の
結
^
で
あ

る
。
し
か
し
昭
和
十
一
年
の
二
・
.
一
六
侭
件
の
際
高

橋
は
当
俸
将
校
に
ょ
っ
一
'
私
き
れ
、
経
済
力
の
限

度
内
に
確
嘔
費
を
抑
制
し
よ
う
と
い
う
残
さ
れ
た
埋

0

佐
は
か
く
し
て
ふ
み
忙
じ
ら
れ
て
し
ま
っ

た

ニ
・
六
嘔
件
W
1
塒
毎
口
新
聞
の
記
者
で
あ
っ
た

佐
倉
湘
,
.
が
緋
徳

剖

Ⅱ

弓
に
の
せ
九

ー
ー

「
経
飽
打
異
出
と
迦
す
る
小
他
は
、
次

の
よ
う
力
こ
と
が
k
'
か
れ
て
あ
る
。
事
件
勃
窕
当
U

^
^
、
、
^
^
^
^
^
^
^
N
^
^
"
,
^
^
」
^
つ
^
^
、
^
こ

も
門
を
鎖
し
て
し
ん
と
し
て
い
九
。
と
こ
ろ
が
深
井

家
だ
け
は
門
゛
智
朋
き
襲
撃
団
の
押
し
寄
せ
て
く
る
の

を
待
っ
て
い
る
か
の
よ
う
で
あ
っ
北
。
玄
関
北
入
る

と
深
井
向
身
が
紋
付
羽
織
袴
函
わ
れ
室
に
招
じ
入

れ
た
。
深
井
の
哩
、
下
し
た
椅
十
の
前
に
は
、
何
年

か
前
に
暴
徒
托
培
殺
さ
れ
た
井
卜
凖
之
助
の
写
只
が

飾
ら
れ
て
あ
っ
九
。
佐
<
U
は
そ
れ
を
見
て
は
っ
と
し

た
。
深
^
は
^
を
党
^
し
て
い
る
と
百
感
し
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
硴
か
に
商
橋
の
死
を
招
来
し
た
者
は

あ
る
窓
味
で
深
井
で
山
っ
た
。
何
故
な
ら
ぱ
、
高
橋

の
鸞
に
対
す
る
抵
抗
因
か
、
告
力
の
余
力

消
滅
せ
り
と
い
う
深
外
の
進
.
d
で
あ
っ
た
の
は
、
疑

い
を
^
^
な
^
^
^
^
^
ら
^
じ
あ
る
。

」ー

i、
0

九
ト
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渓
井
は
二
・
二
六
事
件
後
広
田
内
閣
が
成
'
し
す
や
、

馬
場
大
戚
大
隠
に
辞
任
の
亨
竺
或
わ
す
へ
く
而
会
を

求
め
た
が
、
圧
餅
は
深
井
忙
留
任
を
聾
爾
し
、
こ
の

た
め
深
井
は
辞
表
を
提
出
す
ろ
機
会
を
失
し
た
。
そ

の
当
然
の
結
果
と
し
て
、
深
井
は
自
分
自
身
の
行
っ

て
い
る
政
策
に
自
信
を
も
て
な
い
の
に
、
こ
れ
を
続

け
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
立
場
に
お
か
れ
た
。
か
く
し

て
二
・
二
」
余
件
以
後
の
綴
政
策
は
、
結
果
と
し

て
H
本
経
消
を
イ
ン
フ
レ
ー
シ
,
ン
の
方
向
忙
も
つ

て
ゆ
く
以
外
の
何
物
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
一
つ

の
悲
劇
で
あ
っ
た
の
は
、
深
井
か
そ
札
を
あ
ま
り
に

も
は
っ
き
り
と
内
地
し
て
い
六
こ
と
で
山
ろ
0
 
こ
の

悩
み
は
深
誤
欝
辞
任
の
決
身
禾
当
托
き
め
た

↑
川
後
の
昭
和
十
二
年
一
月
の
東
京
手
形
交
拠
排
年

会
の
席
k
に
お
け
る
総
裁
と
し
て
の
最
後
の
演
謬

現
わ
れ
て
い
る
。

「
過
去
数
年
に
亘
つ
て
金
融
が
次
第
に
緩
慢
と
な

り
、
低
利
の
勢
い
が
円
滑
に
進
行
い
九
し
ま
し

た
の
は
、
財
政
の
運
行
に
伴
ひ
、
又
通
貨
政
策
上
の

手
心
に
基
き
経
済
界
に
資
金
が
注
入
せ
ら
れ
た
る

に
起
因
す
る
と
同
時
に
、
斯
の
如
き
金
融
上
の
刺

整
依
つ
て
其
活
動
を
喚
起
せ
ら
れ
た
ろ
諸
産
業

従
来
の
設
備
に
ょ
り
生
産
を
増
加
す
る
余
力

.
)
、

力多
か
り
し
為
め
、
其
の
溜
を
新
設
拡
張
等
の
使

途
に
充
つ
る
の
必
愛
は
左
迄
多
か
ら
ず
、
究
極
資

金
の
蓄
積
が
増
大
し
て
爲
取
の
謬
を
超
過

し
北
こ
と
に
も
閃
ろ
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
昨

年
の
下
半
雫
頃
か
ら
、
生
誓
、
増
加
す
る
為
め
に

は
其
の
設
備
を
新
設
し
、
又
は
之
を
拡
張
す
ろ
の

必
要
が
漸
次
殖
え
て
来
た
の
で
あ
り
ま
し
て
、
此

方
面
よ
り
の
資
金
護
が
桐
当
響
に
現
わ
れ
て

居
ろ
の
で
あ
り
ま
す
。
(
中
略
)
是
等
の
事
突
は
昭

和
七
年
以
来
の
我
経
済
界
の
趨
向
殘
い
き
き
か
変

化
を
生
じ
つ
つ
ぁ
る
や
の
感
を
少
ぜ
し
む
る
も
の

で
あ
り
ま
す
。
と
地
対
応
す
る
為
め
に
吊
戀
す
ぺ

き
点
は
秤
々
あ
り
ま
す
が
、
共
の
.
つ
は
消
賀
の

節
約
に
依
っ
て
資
金
倫
勢
、
図
り
、
物
価
黒

雌
防
ぎ
以
て
雄
産
設
備
の
拡
帳
原
料
の
購
入
等
生

産
増
加
の
方
法
を
容
易
な
ら
し
む
る
や
う
資
源
の

源
餐
ル
努
む
ろ
こ
と
で
あ
る
と
思
ひ
ま
す
。
(
中

略
)
我
国
に
は
高
生
産
力
の
伸
張
す
べ
き
余
地
が

多
い
と
信
じ
ま
す
け
れ
ど
も
、
条
件
付
に
肯
定
せ

ら
ろ
べ
き
見
解
を
無
条
件
に
受
入
れ
る
誤
に
陥
る

こ
と
な
く
、
今
後
生
産
力
を
増
加
す
ろ
に
は
、
従

来
よ
り
も
一
厨
多
く
の
努
力
を
要
す
る
に
至
る
べ

き
こ
と
を
記
憶
す
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
」

深
井
は
総
裁
穫
奇
貴
族
器
員
に
製
き

れ
、
ま
た
昭
和
十
三
年
に
は
枢
密
顧
問
官
に
任
命
さ

れ
た
。
終
伐
吋
後
の
昭
和
ニ
ト
年
十
月
病
の
た
め
逝

去
し
北
か
、
死
の
床
に
つ
い
て
か
ら
深
井
は
自
分
の

最
大
の
失
敗
は
赤
字
国
偵
を
日
本
銀
行
引
受
け
の
形

で
発
行
す
ろ
こ
と
を
認
め
六
点
で
あ
り
、
戦
後
の
日

木
経
済
は
こ
の
国
偵
の
処
理
如
何
に
ょ
っ
て
大
き
く

左
右
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
と
も
ら
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
よ
う
托
深
井
は
不
幸
な
ろ
日
本
銀
行
総

裁
で
あ
っ
た
が
、
彼
の
足
跡
が
そ
の
貞
意
に
基
、
づ
く

も
の
で
な
い
こ
と
ー
も
ち
ろ
無
裁
と
し
て
の
公

的
貞
仟
は
そ
れ
に
ょ
っ
て
い
き
き
か
も
減
殺
さ
れ
る

も
の
で
な
い
が
ー
だ
け
は
認
め
ら
れ
て
ょ
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。

詳
は
発
研
学
を
台
一
ら
ず
「
通
貨
器
論
」
「
金

本
位
制
麟
後
の
通
貨
政
策
」
な
ど
長
年
の
思
索
と

体
験
に
基
づ
く
名
芝
残
し
、
内
他
共
に
通
貨
金
融

問
題
の
最
高
縦
威
と
な
っ
九
。
ま
た
自
伝
と
し
て
の

「
回
顧
七
十
年
」
は
日
木
の
金
融
政
策
史
を
顧
み
る

者
に
と
っ
て
不
可
欠
の
資
料
で
あ
る
。
き
ら
に
枢
密

顧
問
官
就
任
嘉
穩
付
い
て
竪
た
と
こ
ろ
を
極

秘
の
う
ち
忙
ノ
ー
ト
し
、
終
戦
の
年
の
一
月
か
ら
病

没
の
岬
前
ま
で
毎
旦
即
す
る
作
業
を
続
け
た
。

こ
れ
が
戦
後
公
刊
さ
れ
九
「
枢
密
院
重
要
議
署
~

H
■
で
、
深
井
の
人
柄
を
如
突
に
示
す
著
作
の
一
つ

倉
本
銀
行
調
査
局
炊
長
)

で
あ
る
。
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